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研究成果の概要： 

本研究では，ユビキタス情報ネットワークシステムにおいて，その管理知識を管理者の手を煩

わせることなく，そしてドメインに依存することなく蓄積・再利用する機構を構築することを目

的とし，異なるドメイン間での連携を想定した手法を提案しプロトタイプシステムを構築し，実

際のシステムにおいて試験運用を行った。 
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１．研究開始当初の背景 

様々な機器が相互に接続し連携すること
で稼動する情報システムの多くは，近年のユ
ビキタスネットワーク技術の発展に伴い，そ
の多様性・複雑性を増してきている。このよ
うな情報システムは，「ユビキタス情報ネッ
トワークシステム（以下，システム）」と呼
ばれ，現在の情報化社会において重要な基盤
技術の一つとなっている。このようなシステ
ムを管理するためには，管理者はその管理対
象である個々の機器に関する知識に加え，シ
ステム全体の構成や状態，さらには個々の機
器の連携状態などに関する知識が必要とな

り，その知識量はシステムの規模に比例して
増加する傾向がある。さらに，これら管理者
の保有する知識の多くは，特定の環境に依存
するものが多く，異なる機器構成を持つシス
テムに適用する場合に，新たな管理知識を獲
得する必要があり，管理者の負担増加の要因
となっている。また，ユビキタス化がすすむ
につれ，システムの構成が流動的に変化する
ため，管理に用いる情報量も増加する傾向が
ある。これらの問題に対し，国内外において，
管理支援機構に関する様々な研究・開発が行
われており，標準化・製品化されたものもい
くつか存在する。しかしながら，それら従来



の管理支援機構の多くは，管理者の知識を蓄
積し提示するか，管理対象となるシステムの
情報を提示するに留まり，管理対象となるシ
ステムへ適用する際に，そのシステムに特化
させた読み替えや整理が必要となり，依然と
して管理者はシステムの管理に時間を費や
さねばならないという問題点が存在する。そ
こで，本申請研究では，これらの問題を解決
し，システム管理者の負担を軽減するための 
知識主導型ネットワーク運用支援機構の研
究に取り組む。 
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本研究の目的は
クシステムにおいて，その管理知識を管理

者の手を煩わせることなく，そしてドメイン
に依存することなく蓄積・再利用する機構を
構築することである。これを実現するために，
本申請研究では「能動的情報資源（Active 
Information Resource：AIR）」の概念を用い
る（図 1）。AIR は，分散情報資源の構造を強
化することにより，利用者の要求へ各情報資
源を能動的・自律的に対応させ，情報資源の
より高度な活用を図る機構である。この AIR
の概念を用いて，本研究では，まず，ユビキ
タス情報ネットワークシステムにおける，ド
メイン毎の管理知識と構成情報を能動化
（AIR 化）する。この提案システムを本研究
では能動的情報資源を用いたネットワーク
管 理 支 援 シ ス テ ム ： AIR-NMS （ Active 
Information Resource based Network 
Management Sy tem）と呼ぶ（図 2） 本手法
は，これまでの研究成果において実現されて
いる，ドメインに依存した能動化手法ではな
く，異なるドメイン間での連携を想定した手
法として確立することを目的とし，その手法
の提案と検討を行う。そして，提案手法によ
り能動化された AIRを各ドメイン内において，
互いに協調・連携させ，各ドメイン依存の知
識・情報と非依存の知識・情報との切り分け
を行う．次に，各ドメイン非依存の知識・情
報を，ドメインを超えて互いに協調し連携さ
せるための機構・基盤の提案と検討を行う．
そして，提案手法のプロトタイプシステムを
構築し，実際のシステムにおいて試験運用を
行い，提案手法の評価を行うことを目的とす
る。 
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図 2．AIR-NMS の概念 

ユビキタス情報
いて，AIR の概念を用いて管理者の管理知

識や構成情報を管理者の手を煩わせること
なく，そしてドメインに依存することなく能
動的・効果的に蓄積・再利用するためには，
以下の課題を解決する必要がある． 
課題 1. 管理者の知識や構成情報を再

図 1．能動的情報資源の概念

前提として獲得し能動化する手法の実現 
課題 2. 管理知識や構成情報とドメインの
存関係の調査・整理 
課題 3. ドメイン非依
化と能動的生成手法の実現 
課題 4. ドメイン間連携のた
機構の実現 

本研究では
れら 4つの課題の解決を図る。 
課題 1.に関しては，これまでの研
案した，管理知識と構成情報に関するメタ

情報を XML/RDF 記述形式で記述する手法等
を用いて，ドメインに依存しない形式で管理
知識と構成情報を汎用的に記述する手法に
ついてさらなる検討を行う。 

課題 2.に関しては，図 3に示
したユビキタス情報ネットワークシステ

ム上において，プロトタイプシステムの実装
を行い，試験的に運用を行い，管理知識のド
メインに対する依存関係を調査・検討を行う。

課題 3.に関しては，管理知識の汎用的な知
モデル化を行い，課題 2.のプロトタイプシ

ステムで得た知見をもとに，知識モデルに基
づきドメインに対する依存関係に関する検
討を行う。 
課題 4.に関し
ロトコルを，ドメイン間での協調・連携のた
めのプロトコルとして再定義する。そして，
ドメインを超えて，管理知識と構成情報間で
能動的に協調・連携を行うことにより，ユビ
キタス情報ネットワークに対応した管理者
支援機構を実現する手法を検討する。 



 
４．研究成果 

課題1～3に関しては，管理者の知識や構成

情報を，再利用を前提として獲得し能動化す

る手法の実現，管理知識や構成情報とドメイ

ンの依存関係の調査・整理，ドメイン非依存

な管理知識のモデル化と能動的生成手法の実

現についての検討を行った．また，課題4に関

しては，エージェント間の協調プロトコルを

，ドメイン間での協調・連携のためのプロト

コルとして再定義するための検討を行った。

そして，ドメインを超えて，管理知識と構成

情報間で能動的に協調・連携を行うことによ

り，ユビキタス情報ネットワークに対応した

管理者支援機構を実現する手法の検討を行っ

た．また，実験用のユビキタス情報ネットワ

ークシステム上に，管理知識や構成情報のド

メインを超えた再利用の促進を図る為のプロ

トタイプを構築した。 

表1に実験ネットワークシステムの構成変

化への対応度合（AIRの再利用率）を計測した

値を示す． 

 

表1．AIRの再利用率 

 

AIR
workplace

AIR
workplace

InternetInternet

DMZ

130.xxx.yyy.zzz

サブネットA
(A.examle.com)

172.16.0.0/24

HUB
Intra-network 172.17.0.0/24

(example.com)

172.17.0.0/16

サブネットB
(B.example.com)

172.17.1.0/24

サブネットC
(C.example.com)

172.17.2.0/24

サブネットD
(D.example.com)

172.17.3.0/24

Firewall
ServerA1 RouterB RouterC RouterD

PCB1

管理者

PCC1 PCC2 PCD1

AIR
workplace

AIR
workplace

AIR
workplace

AIR
workplace

AIR
workplace

AIR
workplace

AIR
workplace

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 ２件） 

① Sameera ABAR, Susumu KONNO, Tetsuo 

KINOSHITA, “Autonomous Network 

Monitoring System based on 

Agent-mediated Network Information ”, 

International Journal of Computer 

Science and Network Security, Vol.8, 

No.2, pp.326-333 (2008)，査読有 

図 3．実験ネットワークシステム

② Susumu KONNO, Kenji SUGAWARA, Tetsuo 

KINOSHITA, “Design of Agent-based 

Middleware for Extranet Management”, 

International Journal of Computer 

Science and Network Security, Vol.7, 

No.6, pp.17-26(2007)，査読有 

 
〔学会発表〕（計 11 件） 

① Susumu KONNO, Yusuke MANABE, Shigeru 

FUJITA, Kenji SUGAWARA, Tetsuo 

KINOSHITA, Norio SHIRATORI, ''A 

Framework for Perceptual Functions of 

Symbiotic Computing'', Proceedings of 

the 2008 IEEE/WIC/ACM International 

Conference on Web Intelligence and 

Intelligent Agent Technology(2nd 

International Workshop on Human Aspects 

in Ambient Intelligence: 

HAI08),pp.501-504, Australia (2008.12．

10) 

[原因1] DNSプロセスのダウン

[原因2] ファイアウォールによるブロック

[原因3] メッセージサイズ超過

+0.600+0.600+0.600+0.600+0.600-再利用率の変化

-
-

1.000

5
5

1.000

5
5

1.000

5
5

1.000

5
5

1.000

5
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

提案手
法

-
-

0.400

2
2

0.400

2
2

0.400

2
2

0.400

2
2

0.400

5
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

既存手
法

平均ND4ND3ND2ND1NDB

+0.600+0.600+0.600+0.600+0.600-再利用率の変化

-
-

1.000

5
5

1.000

5
5

1.000

5
5

1.000

5
5

1.000

5
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

提案手
法

-
-

0.400

2
2

0.400

2
2

0.400

2
2

0.400

2
2

0.400

5
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

既存手
法

平均ND4ND3ND2ND1NDB

+0.333+0.333+0.333+0.333+0.333-再利用率の変化

-
-

1.000

3
3

1.000

3
3

1.000

3
3

1.000

3
3

1.000

3
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

提案手
法

-
-

0.667

3
2

0.667

3
2

0.667

3
2

0.667

3
2

0.667

3
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

既存手
法

平均ND4ND3ND2ND1NDB

+0.333+0.333+0.333+0.333+0.333-再利用率の変化

-
-

1.000

3
3

1.000

3
3

1.000

3
3

1.000

3
3

1.000

3
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

提案手
法

-
-

0.667

3
2

0.667

3
2

0.667

3
2

0.667

3
2

0.667

3
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

既存手
法

平均ND4ND3ND2ND1NDB

+0.313+0.250+0.250+0.250+0.500-再利用率の変化

-
-

0.813

4
3

0.750

4
3

0.750

4
3

0.750

4
4

1.000

4
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

提案手
法

-
-

0.500

2
2

0.500

2
2

0.500

2
2

0.500

2
2

0.500

4
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

既存手
法

平均ND4ND3ND2ND1NDB

+0.313+0.250+0.250+0.250+0.500-再利用率の変化

-
-

0.813

4
3

0.750

4
3

0.750

4
3

0.750

4
4

1.000

4
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

提案手
法

-
-

0.500

2
2

0.500

2
2

0.500

2
2

0.500

2
2

0.500

4
-
-

|usedAIRi|
|usedAIRi∩ usedAIRB|

Reusei

既存手
法

平均ND4ND3ND2ND1NDB

② Isha BHALLA，前田哲，今野将，木下哲男，

“AIR-NMSにおける汎用的I-AIRの設計”，

FIT2008 講演論文集 F-005（2008.9.2），神

奈川（日本） 

③ 前田哲，Isha BHALLA，今野将，木下哲男，

“AIR-NMSにおける異種プラットフォーム

への適用性を考慮したネットワーク機器

情報取得手法”，平成 20 年度東北支部連合



大会講演論文集，2F07（2008.8.22），福島

（日本） 

④ 三浦良介，今野将，木下哲男，“情報資源

の特性を考慮した能動的情報資源の生成

支援機構”，平成 20 年度東北支部連合大会

講演論文集，2F11（2008.8.22），福島（日

本） 

⑤ Takahiro UCHIYA, Takahide MAEMURA, 

Xiaolu LI, Susumu KONNO, Tetsuo 

KINOSHITA, ''Agent Interoperability 

Mechanism among Heterogeneous Agent 

Platforms for Symbiotic Computing'', 

Proceedings of the 7th IEEE 

International Conference on Cognitive 

Informatics (ICCI2008), pp.286-293, 

USA(2008.08.15) 

⑥ 丹野智幸，今野将，木下哲男，“能動的情

報資源に基づくネットワーク障害対策支

援” ，電子情報通信学会 2008 年総合大会

講演論文集（2008.3.18），福岡（日本） 

⑦ 前田哲，Isha BHALLA，今野将，木下哲男，

“AIR-NMSのための端末の状態情報取得手

法”，電子情報通信学会 2008 年総合大会講

演論文集（2008.3.18），福岡（日本） 

⑧ Isha BHALLA，今野将，木下哲男，“AIR-NMS

における状態情報の記述法の検討”，電子

情報通信学会 2008 年総合大会講演論文集

（2008.3.18），福岡（日本） 

⑨ 今野将，木下哲男，“能動化した経験的管

理知識によるネットワーク運用支援シス

テムの設計と試作”，電子情報通信学会 ネ

ッ ト ワ ー ク ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 会

（2008.02.29），広島（日本） 

⑩ 丹野智幸，今野将，木下哲男，“AIR-NMSに

おける再利用可能な管理知識の設計”，電

子情報通信学会 信学技報，Vol.107，

No.221 ， NS2007-77 ， pp.125-130

（2007.09.13），宮城（日本） 

⑪ Susumu KONNO, Abar SAMEERA, Yukio IWAWYA, 

Tetsuo KINOSHITA, "Effectiveness of 

Autonomous Network Monitoring based on 

Intelligent-Agent -mediated Status 

Information", Proceedings of the 20th 

International Conference on Industrial, 

Engineering & Other Applications of 

Applied Intelligent Systems 

(IEA/AIE-2007),  LNCS 4570, pp. 

1078-1087, Japan(2007.6.28) 

 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

今野 将（KONNO SUSUMU） 

千葉工業大学・工学部・准教授 

研究者番号：50333894 

 


